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(57)【要約】
【課題】スピーカーの高出力化を図っても、騒音の発生
を抑えることができる投写型表示装置を提供する。
【解決手段】プロジェクタは、ランプユニット１４から
の光を変調する光変調ユニット１５と、変調された光を
被投写面へ投写する投写光学ユニット１７と、音声を出
力するスピーカーユニット１９と、これらが配される本
体キャビネット１とを備える。スピーカーユニット１９
は、スピーカー３００を収容するスピーカーボックス４
００を備える。スピーカーボックス４００は、フロント
パネル４１０と、フロントパネル４１０に装着されたス
ピーカー３００を背後から覆うインナーボックス４３０
と、インナーボックス４３０の周囲を覆うとともに本体
キャビネット１に装着されるアウターボックス４４０と
を含む。２つのボックス４３０、４４０の間には、空間
Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３が形成されている。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、
　前記光源からの光を映像信号に基づいて変調する光変調部と、
　前記光変調部によって変調された光を被投写面へ投写する投写部と、
　音声信号に基づく音声を出力するスピーカー装置と、
　前記光源、前記光変調部、前記投写部および前記スピーカー装置が配される本体キャビ
ネットと、を備え、
　前記スピーカー装置は、スピーカーと当該スピーカーを収容するスピーカーボックスと
を含み、
　前記スピーカーボックスは、
　前記スピーカーが装着されるフロントパネルと、
　前記フロントパネルに装着された前記スピーカーを背後から覆うインナーボックスと、
　前記インナーボックスの周囲を覆うとともに、前記本体キャビネットに装着されるアウ
ターボックスと、を含み、
　前記インナーボックスと前記アウターボックスとの間には、空間が形成されている、
ことを特徴とする投写型表示装置。
【請求項２】
　前記請求項１に記載の投写型表示装置において、
　前記アウターボックスには、前記本体キャビネットに装着される装着部が設けられ、
　前記装着部が設けられた前記アウターボックスの壁部と、この壁部に対向する前記イン
ナーボックスの壁部との間に前記空間が形成されている、
ことを特徴とする投写型表示装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の投写型表示装置において、
　前記スピーカー装置が装着される前記本体キャビネットの内側面に対向する前記アウタ
ーボックスの壁部と、この壁部に対向する前記インナーボックスの壁部との間に前記空間
が形成されている、
ことを特徴とする投写型表示装置。
【請求項４】
　請求項１ないし３の何れか一項に記載の投写型表示装置において、
　前記スピーカー装置は、前記投写部に隣接して配され、
　前記投写部側の前記アウターボックスの壁部と、この壁部に対向する前記インナーボッ
クスの壁部との間に前記空間が形成されている、
ことを特徴とする投写型表示装置。
【請求項５】
　請求項１ないし４の何れか一項に記載の投写型表示装置において、
前記インナーボックスの壁部がリブによって補強されている、
ことを特徴とする投写型表示装置。
【請求項６】
　請求項１ないし５の何れか一項に記載の投写型表示装置において、
前記アウターボックスの壁部がリブによって補強されている、
ことを特徴とする投写型表示装置。
【請求項７】
　請求項１ないし６の何れか一項に記載の投写型表示装置において、
　前記フロントパネルは、前記フロントパネルの外縁の少なく２つの固定箇所において、
前記アウターボックス前部に固定され、
　前記固定箇所の間に、前記フロントパネルを前方に押圧する押圧部が形成される、こと
を特徴とする投写型表示装置。
【請求項８】
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　スピーカーと、
　前記スピーカーを収容するスピーカーボックスと、を備え、
　前記スピーカーボックスは、
　前記スピーカーが装着されるフロントパネルと、
　前記フロントパネルに装着された前記スピーカーを背後から覆うインナーボックスと、
　前記インナーボックスの周囲を覆うアウターボックスと、を含み、
　前記インナーボックスと前記アウターボックスとの間には、空間が形成されている、
ことを特徴とするスピーカー装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源からの光を変調して被投写面上に拡大投写する投写型表示装置、および
投写型表示装置等の電気機器に内蔵されるスピーカー装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液晶プロジェクタ等の投写型表示装置（以下、「プロジェクタ」という）には、
スピーカー装置を内蔵したものがある。会社や学校などで用いられる、いわゆるビジネス
ユースのプロジェクタには、通常、スピーカー装置が内蔵されている（たとえば、特許文
献１参照）。
【０００３】
　一般に、スピーカー装置は、スピーカーがスピーカーボックスに収容された構成となっ
ている。スピーカーを収容したスピーカーボックスが、プロジェクタ内部の所定の位置に
配置される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－２８３７１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　映画の上映など、高出力・高音質が求められる使用形態では、高出力のスピーカー装置
が必要となる。しかしながら、スピーカーの出力が大きくなると、スピーカーボックスが
振動し、その振動が周囲の構成部品に伝わり易い。このように周囲に振動が伝わると、ビ
ビリ音等の騒音が発生する虞がある。
【０００６】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされたものであり、スピーカーの高出力化を図っ
ても、騒音の発生を抑えることができる投写型表示装置を提供することを目的とする。ま
た、本発明は、スピーカーの高出力化を図っても、スピーカーボックスの振動を抑えるこ
とができるスピーカー装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第１の態様に係る投写型表示装置は、光源と、前記光源からの光を映像信号に
基づいて変調する光変調部と、前記光変調部によって変調された光を被投写面へ投写する
投写部と、音声信号に基づく音声を出力するスピーカー装置と、前記光源、前記光変調部
、前記投写部および前記スピーカー装置が配される本体キャビネットとを備える。ここで
、前記スピーカー装置は、スピーカーと当該スピーカーを収容するスピーカーボックスと
を含む。さらに、前記スピーカーボックスは、前記スピーカーが装着されるフロントパネ
ルと、前記フロントパネルに装着された前記スピーカーを背後から覆うインナーボックス
と、前記インナーボックスの周囲を覆うとともに、前記本体キャビネットに装着されるア
ウターボックスとを含む。そして、前記インナーボックスと前記アウターボックスとの間
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には、空間が形成されている。
【０００８】
　第１の態様に係る投写型表示装置によれば、インナーボックスとアウターボックスとに
より、スピーカーが二重に覆われる。さらに、２つのボックスの間には空間が形成されて
いる。このため、スピーカーから後方側、即ち、インナーボックス内部に発せられた音波
によってインナーボックスの壁部が振動しても、空気層による緩衝により、その周囲のア
ウターボックスの壁部に振動が伝わりにくい。よって、アウターボックスの振動が抑制さ
れ、結果、スピーカー装置の周囲にある構成部品への振動の伝播が抑えられる。
【０００９】
　なお、インナーボックスとアウターボックスは、一体的に形成されていても良い。以下
の実施の形態では、たとえば図７に示すように、インナーボックス４３０とアウターボッ
クス４４０が一体的に形成された構成が例示されている。また、図１１に示す変更例では
、インナーボックス４３０とアウターボックス４４０が別体となっている。
【００１０】
　第１の態様に係る投写型表示装置において、前記アウターボックスには、前記本体キャ
ビネットに装着される装着部が設けられ得る。この場合、前記装着部が設けられた前記ア
ウターボックスの壁部と、この壁部に対向する前記インナーボックスの壁部との間に前記
空間が形成される。
【００１１】
　このような構成とすれば、装着部が設けられた壁部の振動が抑えられるので、装着部を
介した本体キャビネットへの振動の伝播が抑えられる。これにより、本体キャビネットを
介した周囲の構成部品への振動の伝播が抑えられる。
【００１２】
　第１の態様に係る投写型表示装置において、前記スピーカー装置が装着される前記本体
キャビネットの内側面に対向する前記アウターボックスの壁部と、この壁部に対向する前
記インナーボックスの壁部との間に、前記空間が形成される構成とされ得る。
【００１３】
　このような構成とすれば、本体キャビネットの前記内側面に対向するアウターボックス
の壁部の振動が抑えられるので、この壁部と本体キャビネットの前記内側面との間の間隔
が狭くても、この壁部の振動により本体キャビネットが振動するのを抑えることができる
。
【００１４】
　第１の態様に係る投写型表示装置において、前記スピーカー装置は、前記投写部に隣接
して配されるような構成とされ得る。この場合、前記投写部側の前記アウターボックスの
壁部と、この壁部に対向する前記インナーボックスの壁部との間に前記空間が形成される
。
【００１５】
　このような構成とすれば、投写部側のアウターボックスの壁部の振動が抑えられるので
、この振動により投写部が振動するのを抑制することができる。これにより、投写部が振
動して被投写面上の画像にゆれが生じるのを防止することができる。
【００１６】
　第１の態様に係る投写型表示装置において、前記インナーボックスの壁部がリブによっ
て補強されるような構成とされ得る。
【００１７】
　このような構成とすれば、インナーボックスの剛性が高められるため、インナーボック
スが振動しにくくなり、結果、アウターボックスの振動が抑制される。よって、スピーカ
ー装置の周囲にある構成部品の振動がより一層抑えられる。
【００１８】
　第１の態様に係る投写型表示装置において、前記アウターボックスの壁部がリブによっ
て補強されるような構成とされ得る。
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【００１９】
　このような構成とすれば、アウターボックスの剛性が高められるので、インナーボック
スからの振動が伝わっても、アウターボックスが振動しにくい。よって、スピーカー装置
の周囲にある構成部品の振動がより一層抑えられる。
【００２０】
　第１の態様に係る投写型表示装置において、前記フロントパネルは、前記フロントパネ
ルの外縁の少なく２つの固定箇所において、前記アウターボックス前部に固定され得る。
この場合、前記固定箇所の間に、前記フロントパネルを前方に押圧する押圧部が形成され
る。
【００２１】
　このような構成とすれば、フロントパネルがアウターボックスに装着された状態におい
て、フロントパネルの外縁は、押圧部により前方に押されるため、前記アウターボックス
の前端部に対して反った状態に変形する。この変形の復元力によって、フロントパネル外
縁は、固定箇所の間の部分が、アウターボックスに押し付けられるようになる。これによ
り、スピーカーからフロントパネルに伝わる振動によって、フロントパネル外縁が振動し
にくくなる。よって、フロントパネルとアウターボックスとの接合面における騒音の発生
を抑えることができる。
【００２２】
　本発明の第２の態様に係るスピーカー装置は、スピーカーと、前記スピーカーを収容す
るスピーカーボックスとを備える。ここで、前記スピーカーボックスは、前記スピーカー
が装着されるフロントパネルと、前記フロントパネルに装着された前記スピーカーを背後
から覆うインナーボックスと、前記インナーボックスの周囲を覆うアウターボックスと、
を含む。そして、前記インナーボックスと前記アウターボックスとの間には、空間が形成
されている。
【００２３】
　本発明の第２の態様に係るスピーカー装置によれば、アウターボックスが振動しにくく
なるので、このスピーカー装置が投写型表示装置等の電気機器に装着された場合に、スピ
ーカー装置の周囲の構成部品に振動が伝播するのを抑えることができる。
【発明の効果】
【００２４】
　以上のとおり、本発明によれば、スピーカーの高出力化を図っても、騒音の発生を抑え
ることができる投写型表示装置を提供することができる。また、スピーカーの高出力化を
図っても、スピーカーボックスの振動を抑えることができるスピーカー装置を提供するこ
とができる。
【００２５】
　本発明の効果ないし意義は、以下に示す実施の形態の説明により更に明らかとなろう。
ただし、以下の実施の形態は、あくまでも、本発明を実施化する際の一つの例示であって
、本発明は、以下の実施の形態に記載されたものに何ら制限されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】実施の形態に係るプロジェクタの外観構成を示す図（斜視図）である。
【図２】実施の形態に係るプロジェクタの外観構成を示す図（底面図）である。
【図３】実施の形態に係るプロジェクタの内部構造を示す図である。
【図４】実施の形態に係る投写光学ユニットの構成を模式的に示す図である。
【図５】実施の形態に係るスピーカーユニットの構成について説明するための図である。
【図６】実施の形態に係るスピーカーユニットの構成について説明するための図である。
【図７】実施の形態に係るスピーカーユニットの構成について説明するための図である。
【図８】実施の形態に係るスピーカーユニットの構成について説明するための図である。
【図９】実施の形態に係るスピーカーユニットの本体キャビネットへの装着について説明
するための図である。
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【図１０】実施の形態に係るリアボックスに装着された際のフロントパネルの状態を模式
的に示す図である。
【図１１】変更例に係るスピーカーユニットの構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、図面を参照して、本発明の実施の形態について説明する。
【００２８】
　図１および図２は、プロジェクタの外観構成を示す図である。図１（ａ）は、前方から
見たプロジェクタの斜視図であり、図１（ｂ）は後方から見たプロジェクタの斜視図であ
る。また、図２は、プロジェクタの底面図である。なお、説明の便宜上、図１（ａ）、（
ｂ）および図２には、ぞれぞれ、前後左右の方向を示す矢印や上下の方向を示す矢印が描
かれている。以下、同様に、他の図面においても、必要に応じて、方向を示す矢印が描か
れる。
【００２９】
　本実施の形態のプロジェクタは、いわゆる短焦点投写型のプロジェクタである。図１を
参照して、プロジェクタは、略直方体形状を有する本体キャビネット１を備えている。本
体キャビネット１は、下キャビネット２と、下キャビネット２に上方から被せられる上キ
ャビネット３とで構成されている。
【００３０】
　本体キャビネット１の上面には、後方に向けて下る第１傾斜面１ａと、この第１傾斜面
１ａに続いて後方に向けて上る第２傾斜面１ｂが形成されている。第２傾斜面１ｂは上斜
め前方を向いており、この第２傾斜面１ｂに投写口４が形成されている。投写口４から上
斜め前方へ出射された映像光が、プロジェクタの前方に配されたスクリーンに拡大投写さ
れる。
【００３１】
　また、本体キャビネット１の上面には、ランプ用カバー５が設けられている。本体キャ
ビネット１の上面には、ランプユニットを交換するためのランプ用開口と、ランプユニッ
トを冷却するファンユニットに配されたフィルタを交換するためのフィルタ開口が形成さ
れている。ランプ用カバー５は、これらランプ用開口およびフィルタ用開口を覆うための
カバーである。さらに、本体キャビネット１の上面には、複数の操作キーからなる操作部
６が設けられている。
【００３２】
　本体キャビネット１の右側面には、端子口部７が形成されている。端子口部７には、Ａ
Ｖ端子等の各種の端子を有する端子パネル２３３が配されている。端子パネル２３３は、
後述する制御回路ユニットの一部を構成する。プロジェクタには、ＡＶ端子を通じて、映
像信号や音声信号などのＡＶ（Audio Visual）信号が入出力される。また、本体キャビネ
ット１の右側面には、端子口部７の上方に、吸気口８が設けられている。吸気口８は多数
のスリット状の孔によって構成されており、吸気口８を通じて外気が本体キャビネット１
内に取り込まれる。
【００３３】
　本体キャビネット１の左側面には、前部に第１排気口９が設けられており、中央部に第
２排気口１０が設けられている。これら排気口９、１０は多数のスリット状の孔によって
構成されており、これら排気口９、１０を通じて本体キャビネット１内部の空気が機外に
排出される。また、本体キャビネット１の後面には、出音口１１が形成されている。出音
口１１からは、投写時に映像に対応する音声が出力される。
【００３４】
　図２を参照して、本体キャビネット１の底面には、前部中央部に固定脚１２が設けられ
ており、後端部に２つの調整脚１３が設けられている。２つの調整脚１３を上下に伸縮さ
せることにより、本体キャビネット１の前後方向および左右方向の傾きが調整できる。こ
れにより、スクリーンに投写された画像の上下の位置や左右の傾きが調整できる。
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【００３５】
　本実施の形態のプロジェクタでは、本体キャビネット１の底面が机や床等の設置面に設
置される据え置き設置以外に、本体キャビネット１が上下逆さまにされて天井に設置され
る天吊り設置が可能である。また、本体キャビネット１の前面には、端子パネル２３３や
吸気口８が設けられておらず、前面は平坦な面とされている。このため、本実施の形態の
プロジェクタでは、本体キャビネット１の前面が設置面に設置される設置形態をとること
ができる。この場合、設置面自身に画像が投写される。
【００３６】
　図３は、プロジェクタの内部構造を示す図である。同図は、前方から見た、上キャビネ
ット３が取り外された状態の斜視図である。なお、便宜上、図３には、光変調ユニット１
５および投写光学ユニット１７が点線にて描かれている。また、吸気口８の位置が一点鎖
線にて示されている。
【００３７】
　図３を参照して、下キャビネット２の前部には、ランプユニット１４と、ランプユニッ
ト１４からの光を変調して映像光を生成する光変調ユニット１５とが配されている。
【００３８】
　ランプユニット１４は、光源ランプと、光源ランプを保持するランプホルダにより構成
されており、上方から着脱できるよう配されている。ランプユニット１４の後方には、フ
ァンユニット１６が配されている。ファンユニット１６は、吸気口８から取り込んだ外気
（冷却風）を光源ランプに供給して、光源ランプを冷却する。ランプホルダには、ファン
ユニット１６からの冷却風を光源ランプへ導くための通風ダクトが設けられている。
【００３９】
　光変調ユニット１５は、カラーホイールとＤＭＤ（デジタル・マイクロミラー・デバイ
ス）とを含む。カラーホイールは、光源ランプからの白色光を、赤、緑、青等の各色光に
時分割で分離する。ＤＭＤは、カラーホイールから出射された各色光を、映像信号に基づ
いて変調する。
【００４０】
　光変調ユニット１５の後方には、投写光学ユニット１７が配されている。投写光学ユニ
ット１７は、光変調ユニット１５により生成された映像光を拡大し、スクリーン等の被投
写面に投写する。
【００４１】
　図４は、投写光学ユニット１７の構成を模式的に示す図である。なお、同図には、投写
光学ユニット１７に加えて、光変調ユニット１５、制御回路ユニット２３およびノイズフ
ィルタユニット２４が模式的に描かれている。
【００４２】
　投写光学ユニット１７は、投写レンズユニット１７１と、反射ミラー１７２と、これら
投写レンズユニット１７１および反射ミラー１７２を収容するハウジング１７３により構
成されている。投写レンズユニット１７１は、複数のレンズ１７１ａを有している。反射
ミラー１７２は、曲面ミラーあるいは自由曲面ミラーである。
【００４３】
　図４に示すように、光変調ユニット１５から出射された映像光は、投写レンズユニット
１７１の光軸Ｌから本体キャビネット１の上面方向にシフトした位置において、投写レン
ズユニット１７１に入射する。入射した映像光は、投写レンズユニット１７１によってレ
ンズ作用を受け、反射ミラー１７２に入射する。その後、映像光は、反射ミラー１７２に
よって広角化され、光線通過窓１７４を介して、被投写面（スクリーン面）へ投写される
。
【００４４】
　上記のように、映像光は、投写レンズユニット１７１の光軸Ｌから本体キャビネット１
の上面方向にシフトした位置において、投写レンズユニット１７１に入射するため、反射
ミラー１７２は、投写レンズユニット１７１の光軸Ｌから本体キャビネット１の底面側に
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シフトするようにして配置される。ここで、反射ミラー１７２は、投写レンズユニット１
７１を構成する各レンズのレンズ面よりも大きな反射面を有するため、投写レンズユニッ
ト１７１の光軸Ｌに対する反射ミラー１７２のシフト量は比較的大きなものとなる。この
ため、投写レンズユニット１７１の下方には、本体キャビネット１（下キャビネット２）
の底面との間に、比較的大きな空間Ｇが生じる。この空間Ｇは、投写レンズユニット１７
１の配置位置から光変調ユニット１５の配置位置にかけて生じる。
【００４５】
　図３に戻り、ファンユニット１６の後方には、電源ユニット１８が配されている。電源
ユニット１８は、電源回路を備えており、プロジェクタの各電装部品に電源の供給を行う
。電源ユニット１８の後方には、スピーカーユニット１９が配されている。スピーカーユ
ニット１９から出力された音声は、出音口１１より外部に放出される。
【００４６】
　光変調ユニット１５の右方には、ＤＭＤ用冷却ファン２０が配されている。ＤＭＤ用冷
却ファン２０は、ＤＭＤを冷却するために、吸気口８から取り込んだ外気を光変調ユニッ
ト１５に供給する。なお、ＤＭＤは光変調ユニット１５内に密閉状態で配置されており、
ＤＭＤが、送風された外気に直接触れることはない。
【００４７】
　ランプユニット１４の左方には、第１排気ユニット２１が設けられている。第１排気ユ
ニット２１は、光源ランプを冷却した後の冷却風を、第１排気口９を通じて外部に排出す
る。なお、ＤＭＤを冷却した空気も、第１排気ユニット２１よって、第１排気口９から外
部に排出される。
【００４８】
　電源ユニット１８の左方には、第２排気ユニット２２が設けられている。第２排気ユニ
ット２２は、電源ユニット１８内の温まった空気を、第２排気口１０を通じて外部に排出
する。電源ユニット１８内から第２排気ユニット２２へ空気が流れることにより、新たな
外気が吸気口８から取り込まれて電源ユニット１８内へ供給される。
【００４９】
　図３および図４に示すように、本実施の形態のプロジェクタでは、投写レンズユニット
１７１と光変調ユニット１５の下方に生じた上記空間Ｇに、制御回路ユニット２３および
ノイズフィルタユニット２４が配されている。
【００５０】
　ノイズフィルタユニット２４は、ノイズフィルタやヒューズが配された回路基板を備え
ており、入力された商用交流電源からノイズを除去して電源ユニット１８に供給する。
【００５１】
　制御回路ユニット２３は、制御回路基板２３１と、制御回路基板２３１を保持するホル
ダ２３２と、端子パネル２３３と、端子パネル２３３を固定するための固定板２３４とを
含む。
【００５２】
　制御回路基板２３１には、光源ランプやＤＭＤなどの各種駆動部品を制御するための制
御回路が配されている。また、制御回路基板２３１には、各種端子２３５が配されている
。
【００５３】
　端子パネル２３３には、各種端子２３５の形状に合わせた開口が形成されており、これ
ら開口を通じて、各種端子２３５が外部に臨む。なお、図示されていないが、固定板２３
４にも、各種端子２３５が通る開口が形成されている。
【００５４】
　固定板２３４は、金属材料で形成されており、その上部には、シールド部２３６が形成
されている。シールド部２３６には、多数の開口２３６ａが形成されており、各開口２３
６ａには、金網（図示せず）が装着されている。シールド部２３６は、吸気口８の内側に
配され、吸気口８から外部に漏れようとする電磁波を遮蔽する。吸気口８から取り込まれ
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た外気は、開口２３６ａを通って本体キャビネット１内部に流入する。
【００５５】
　図５～図８は、スピーカーユニット１９の構成について説明するための図である。図５
(ａ)は、スピーカーユニット１９の分解斜視図であり、図５（ｂ）は、スピーカーユニッ
ト１９の組立斜視図である。図５（ｃ）は、図５（ｂ）のＡ－Ａ´断面を模式的に示した
図である。図６（ａ）は、スピーカー３００が装着される前のフロントパネル４１０の背
面図であり、図６（ｂ）は、スピーカー３００が装着されたフロントパネル４１０の背面
図である。図７は、リアボックス４２０を斜め上方から見た斜視図であり、図８は、リア
ボックス４２０の正面図である。
【００５６】
　これらの図を参照して、スピーカーユニット１９の構成について詳述する。
【００５７】
　スピーカーユニット１９は、スピーカー３００と、スピーカー３００を収容するスピー
カーボックス４００により構成されている。
【００５８】
　スピーカー３００は、たとえば、出力が１０Ｗであり、プロジェクタに内蔵されるスピ
ーカーとしては、比較的に高出力のスピーカーである。
【００５９】
　スピーカーボックス４００は、樹脂材料で形成されており、フロントパネル４１０とリ
アボックス４２０によって構成されている。リアボックス４２０は、前面が開口しており
、この前面に、スピーカー３００が装着されたフロントパネル４１０が装着される。
【００６０】
　図５および図６に示すように、フロントパネル４１０は方形状を有している。フロント
パネル４１０の中央部には、パネル装着部４１１が設けられている。パネル装着部４１１
には、円形の開口部４１１ａが形成されている。また、パネル装着部４１１には、開口部
４１１ａを挟んで左右両側に、取付ボス４１１ｂが形成されている。さらに、パネル装着
部４１１の裏面には、スピーカー３００の前面形状を模った枠部４１１ｃが形成されてい
る。図６（ｂ）に示すように、スピーカー３００は、枠部４１１ｃ内に嵌め込まれる。こ
のとき、スピーカー３００の両端部に設けられた挿通孔３０１が取付ボス４１１ｂに整合
する。ネジ５０１が、各挿通孔３０１に通されて、取付ボス４１１ｂに止められる。これ
により、スピーカー３００がパネル装着部４１１に固定される。
【００６１】
　フロントパネル４１０の前面において、パネル装着部４１１の周囲にはパネル補強部４
１２が形成されている。パネル補強部４１２は、格子状に形成された補強リブ４１２ａに
より構成されている。パネル補強部４１２によって、フロントパネル４１０の剛性が高め
られている。これにより、スピーカー３００が動作したときのフロントパネル４１０の振
動が抑えられる。
【００６２】
　また、フロントパネル４１０には、パネルを貫通するとともに後方に突き出る円筒形状
のダクト４１３が形成されている。
【００６３】
　さらに、フロントパネル４１０の４つの角部には、後方に凹む取付凹部４１４が形成さ
れている。これら取付凹部４１４には、挿通孔４１４ａが形成されている。また、パネル
補強部４１２内にも３箇所に挿通孔４１２ｂが形成されている。
【００６４】
　さらに、フロントパネル４１０の裏面には、３箇所にガイドリブ４１５、４１６、４１
７が形成されている。
【００６５】
　図５、図７および図８に示すように、リアボックス４２０は、インナーボックス４３０
と、インナーボックス４３０の周囲を覆うアウターボックス４４０により構成されている
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。インナーボックス４３０およびアウターボックス４４０は、一体に形成されており、と
もに、ほぼ立方体形状をする。インナーボックス４３０の上壁および後壁は、それぞれ、
アウターボックス４４０の上壁および後壁と共用されている。インナーボックス４３０の
左右の側壁および底壁と、アウターボックス４４０の左右の側壁および底壁との間には、
それぞれ空間Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３が形成されている。
【００６６】
　なお、リアボックス４２０の右側の下部には、窪み部４５０が形成されている。窪み部
４５０は、スピーカーユニット１９を本体キャビネット１に装着したときに、本体キャビ
ネット１の底面から上方に突出する調整脚１３の軸部を逃がすために形成されている。し
かし、調整脚１３等、他の部材がスピーカーユニット１９に干渉しなければ、窪み部４５
０は必要ない。この場合、インナーボックス４３０およびアウターボックス４４０の右側
の形状は、左側の形状と同じになる。
【００６７】
　インナーボックス４３０には、左右の側壁の内側と底壁の外側に、それぞれ、取付ボス
４３１が形成されている。また、インナーボックス４３０の内壁面には、４つの第１補強
リブ４３２が形成されている。第１補強リブ４３２は、左右の側壁と後壁に跨るように、
上下方向に適度な間隔を開けて形成されている。
【００６８】
　アウターボックス４４０には、４つの角部に、それぞれ、取付ボス４４１が形成されて
いる。また、アウターボックス４４０の内壁面とインナーボックス４３０の外壁面には、
２つの第２補強リブ４４２と、１つの第３補強リブ４４３と、２つの第４補強リブ４４４
と、３つの第５補強リブ４４５が形成されている。
【００６９】
　第２補強リブ４４２は、アウターボックス４４０の左側壁および後壁とインナーボック
ス４３０の左側壁に跨るように、上下方向に適度な間隔を開けて形成されている。第３補
強リブ４４３は、アウターボックス４４０の右側壁および後壁とインナーボックス４３０
の右側壁に跨るように形成されている。第４補強リブ４４４は、アウターボックス４４０
の右側壁および後壁と窪み部４５０の右側壁に跨るように、上下方向に適度な間隔を開け
て形成されている。第５補強リブ４４５は、アウターボックス４４０の底壁および後壁と
インナーボックス４３０の底壁に跨るように、左右方向に適度な間隔を開けて形成されて
いる。
【００７０】
　第１補強リブ４３２、第２補強リブ４４２および第３補強リブ４４３は、何れも、左右
の部位が、後方から前方に向かうに従って高さが徐々に低くなっている。また、第５補強
リブ４４５は、上下の部位が、後方から前方に向かうに従って高さが徐々に低くなってい
る。これにより、リアボックス４２０を成形製造する際に、樹脂の流れが良好になり、ま
た、成形されたリアボックス４２０を金型から円滑に抜くことが可能となる。
【００７１】
　アウターボックス４４０の上壁および底壁の前端部には、それぞれ、右左２つの角部の
中間部に、前方にわずかに突出するリブ４４６（以下、「低リブ４４６」という）が形成
されている。アウターボックス４４０の左右の側壁にも、同様に、それぞれ、上下の２つ
の角部の中間部に、低リブ４４６が形成されている。低リブ４４６の突出量は、１０分の
数ミリ程度とされている。
【００７２】
　アウターボックス４４０の左右の側壁および後壁には、それぞれ、外面側にフランジ部
４４７が形成されている。フランジ部４４７には、ゴム材料で形成されたブッシュ５０３
が装着される。なお、アウターボックス４４０の後壁のフランジ部４４７ついては、図示
が省略されている。
【００７３】
　スピーカーユニット１９を組み立てる際には、まず、図６(ｂ)のごとく、フロントパネ
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ル４１０の裏面にスピーカー３００が装着される。その後、フロントパネル４１０が、前
方からリアボックス４２０の前面に装着される。このとき、フロントパネル４１０裏面の
ガイドリブ４１５がインナーボックス４３０の上壁に内側から接する。また、ガイドリブ
４１６が、空間Ｓ１、Ｓ３を構成するインナーボックス４３０およびアウターボックス４
４０の壁部に内側から接する。さらに、ガイドリブ４１７が、空間Ｓ２を構成するインナ
ーボックス４３０およびアウターボックス４４０の壁部に内側から接する。
【００７４】
　フロントパネル４１０がリアボックス４２０に装着されると、フロントパネル４１０の
４つ角部の挿通孔４１４ａがアウターボックス４４０の４つの角部の取付ボス４４１のネ
ジ孔に整合する。また、パネル補強部４１２の３つの挿通孔４１２ｂがインナーパネル４
３０の３つの取付ボス４３１のネジ孔に整合する。ネジ５０２が、各挿通孔４１４ａに通
されて、取付ボス４４１に止められる。また、ネジ５０２が、３つの挿通孔４１２ｂのう
ち、パネル装着部４１１の下方に位置する挿通孔４１２ｂに通されて、この挿通孔４１２
ｂに対応する取付ボス４３１に止められる。これにより、フロントパネル４１０がリアボ
ックス４２０に固定される。なお、本実施の形態では、パネル装着部４１１の２つの挿通
孔４１２ｂとそれに対応する取付ボス４３１が使用されていないが、さらに強固な固定が
必要になれば、これらの間でネジ止めがなされても良い。
【００７５】
　こうして、図５（ｂ）のごとく、スピーカーユニット１９が組み立てられる。スピーカ
ーユニット１９が組み立てられた状態において、図５（ｃ）に示すように、スピーカー３
００は、後方をインナーボックス４３０によって隈なく覆われる。
【００７６】
　図９は、スピーカーユニット１９の本体キャビネット１への装着について説明するため
の図である。図９（ａ）は、スピーカーユニット１９が本体キャビネット１に装着される
前の状態を示すプロジェクタ要部の分解斜視図である。図９（ｂ）は、スピーカーユニッ
ト１９が本体キャビネット１に装着された状態を示すプロジェクタ要部の分解斜視図であ
る。
【００７７】
　本体キャビネット１の底面、即ち、下キャビネット２の底面には、スピーカーボックス
４００の３つのフランジ部４４７に対応する３つの取付ボス１０１が形成されている。な
お、図９には、右側壁のフランジ部４４７のみが図示されている。
【００７８】
　スピーカーユニット１９を本体キャビネット１に装着する際には、各フランジ部４４７
に嵌め込まれたブッシュ５０３の孔が、対応する取付ボス１０１の先端部に嵌め込まれ、
ブッシュの孔を通すようにしてネジ５０４が取付ボス１０１に止められる。これにより、
フランジ部４４７が、ブッシュ５０３を介して取付ボス１０１に固定される。こうして、
スピーカーユニット１９が本体キャビネット１の底面に固定される。
【００７９】
　制御回路基板２３１から音声信号が入力されると、音声信号に基づいてスピーカー３０
０が動作する。即ち、音声信号に基づいてスピーカー３００のコーンが振動し、スピーカ
ー３００の前方と後方に音波が発せられる。スピーカー３００の前方へ発せされた音波は
、開口部４１１ａを通ってスピーカーボックス４００の前方へ放出される。一方、スピー
カー３００から後方に発せられた音波は、インナーボックス４３０の内壁面で反射し、ダ
クト４１３から放出される。これにより、低音が強調され、こもりのないクリアな音質が
実現される。
【００８０】
　スピーカー３００が動作すると、インナーボックス４３０の各壁には、後方に発せられ
た音波が衝突して振動が加えられる。しかしながら、インナーボックス４３０の左側壁は
、内側が第１補強リブ４３２にて補強されており、外側が第２補強リブ４４２にて補強さ
れている。また、右側壁は、内側が第１補強リブ４３２にて補強されており、外側が第３
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補強リブ４４３にて補強されている。さらに、後壁は、内側が第１補強リブ４３２にて補
強されており、底壁は、外側が第５補強リブ４４５にて補強されている。このように、イ
ンナーボックス４３０の左右の側壁、後壁および底壁は、補強リブ４３２、４４２、４４
３、４４５により補強され、剛性が高められているので、音波が衝突しても振動が抑えら
れる。
【００８１】
　また、インナーボックス４３０の左側壁とアウターボックス４４０の左側壁との間には
空間Ｓ１が形成されているため、インナーボックス４３０の左側壁が振動しても、空間Ｓ
１の空気層の緩衝により、アウターボックス４４０の左側壁に振動が伝わりにくい。さら
に、アウターボックス４４０の左側壁は、内側が第２補強リブ４４２にて補強され、剛性
が高められているので、インナーボックス４３０から振動が伝わったとしても振動しにく
い。
【００８２】
　同様に、インナーボックス４３０の右側壁が振動しても、空間Ｓ２の空気層の緩衝によ
り、アウターボックス４４０の右側壁に振動が伝わりにくい。また、アウターボックス４
４０の右側壁は、内側が第３補強リブ４４３および第４補強リブ４４４にて補強され、剛
性が高められている。よって、アウターボックス４４０の右側壁も、左側壁と同様、振動
しにくい。
【００８３】
　同様に、インナーボックス４３０の底壁が振動しても、空間Ｓ３の空気層の緩衝により
、アウターボックス４４０の底壁に振動が伝わりにくい。また、アウターボックス４４０
の底壁は、内側が第５補強リブ４４５にて補強され、剛性が高められている。よって、ア
ウターボックス４４０の底壁も、左右の側壁と同様、振動しにくい。
【００８４】
　このように、本実施の形態では、スピーカー３００からの音波によってインナーボック
ス４３０に振動が加えられても、アウターボックス４４０の左右の側壁および底壁が振動
しにくい。よって、左右の側壁に形成されたフランジ部４４７を介して本体キャビネット
１の底面へ振動が伝播するのを抑えることができる。また、底壁の振動により、底壁の間
隔が狭い本体キャビネット１の底面が振動するのを抑えることができる。これにより、本
体キャビネット１の底面に装着された他の構成部品が振動してビビリ音等の騒音が発生す
るのを防止できる。
【００８５】
　また、スピーカーユニット１９の左隣りには、投写光学ユニット１７が配されている（
図３参照）。本実施の形態では、アウターボックス４４０の左側壁の振動が抑えられるの
で、左側壁の傍にある投写光学ユニット１７へ振動が伝播しにくい。よって、投写光学ユ
ニット１７が振動してスクリーンに投写された画像が揺れるのを防止することができる。
【００８６】
　なお、本実施の形態では、スピーカーボックス４００が樹脂材料で形成されており、成
形製造上、形成が困難であることから、インナーボックス４３０の後壁とアクターボック
スの後壁との間に空間が形成されていない。しかしながら、アウターボックス４４０の後
壁は、インナーボックス４３０の後壁を兼ねる部分については第１補強リブ４３２により
補強されており、その他の部分については、第２補強リブ４４２ないし第５補強リブ４４
５により補強されている。このため、アウターボックス４４０の後壁全体として剛性が高
められているので、インナーボックス４３０の後壁を兼ねるアウターボックス４４０の後
壁に、直接、スピーカー３００からの振動が加えられても、アウターボックス４４０の後
壁全体として、振動を極力抑えることができる。よって、後壁に形成されたフランジ部４
４７を介して本体キャビネット１の底面へ振動が伝播するのを極力抑えることができる。
【００８７】
　また、本実施の形態では、インナーボックス４３０の上壁とアクターボックス４４０の
上壁との間にも空間が形成されていない。さらに、補強リブも形成されていない。このた
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め、アウターボックス４４０の上壁は、他の壁部に比べて大きく振動し得る。しかしなが
ら、本実施の形態においては、スピーカーユニット１９の上方には、近くに構成部品がな
く、上壁が振動しても大きな問題とならない。このように、不要な部分について空間を形
成しないようにすれば、スピーカーユニット１９が必要以上に大きくなるのを抑えること
ができる。
【００８８】
　図１０は、リアボックス４２０に装着された際のフロントパネル４１０の状態を模式的
に示す図である。図１０（ａ）は、本実施の形態に係るスピーカーユニット１９を示し、
図１０（ｂ）は、変更例に係るスピーカーユニット１９を示す。なお、図１０では、説明
の便宜上、低リブ４４６が実際よりも高く描かれており、フロントパネル４１０が実際よ
り極端に反った状態に描かれている。
【００８９】
　図１０（ａ）に示すように、フロントパネル４１０がアウターボックス４４０に装着さ
れた状態において、フロントパネル４１０の外縁は、低リブ４４６により前方へ押される
ため、アウターボックス４４０の前端部に対してわずかに反った状態に変形する。この変
形の復元力によって、フロントパネル４１０の外縁は、固定された２つ角部の間の部分が
、アウターボックス４４０に押し付けられるようになる。これにより、スピーカー３００
からフロントパネル４１０に伝わる振動によって、フロントパネル４１０の外縁が振動し
にくくなる。
【００９０】
　よって、本実施の形態では、フロントパネル４１０とアウターボックス４４０との接合
面における騒音の発生を抑えることができる。
【００９１】
　なお、低リブ４４６が形成されない場合には、フロントパネル４１０の外縁は、固定さ
れた２つ角部の間の部分が、アウターボックス４４０の前端部に押し付けられにくい。こ
のため、フロントパネル４１０の外縁が振動しやすく、フロントパネル４１０とアウター
ボックス４４０との接合面で騒音が発生しやすい。
【００９２】
　なお、図１０（ｂ）に示すように、低リブ４４６が、アウターボックス４４０側ではな
く、フロントパネル４１０側に形成されても良い。
【００９３】
　以上、本実施の形態について説明したが、本発明は、上記実施の形態に何ら限定される
ものではなく、また、本発明の実施形態も、上記以外に種々の変更が可能である。
【００９４】
　<変更例＞
　図１１は、変更例に係るスピーカーユニット１９の構成を示す図である。図１１（ａ）
は、スピーカーユニット１９の正面図であり、図１１（ｂ）は、図１１（ａ）のＢ－Ｂ´
側面図である。
【００９５】
　本変更例のスピーカーユニット１９では、インナーボックス４３０とアウターボックス
４４０が別体に形成されている。各ボックス４３０、４４０は、それぞれ、フロントパネ
ル４１０の裏面にネジ等で固定される。また、インナーボックス４３０と上壁とアウター
ボックス４４０の上壁との間にも空間Ｓ４が形成されている。さらに、インナーボックス
４３０と後壁とアウターボックス４４０の後壁との間にも空間Ｓ５が形成されている。
【００９６】
　このようにすれば、上記実施の形態に比べて、アウターボックス４４０の上壁および後
壁の振動を抑えることができる。
【００９７】
　勿論、２つの空間Ｓ４、Ｓ５のうち、どちらかの空間のみが形成されるようにしても良
い。また、本変更例においても、インナーボックス４３０とアウターボックス４４０の少
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【００９８】
　＜その他＞
　上記実施の形態では、インナーボックス４３０の左右の側壁とアウターボックス４４０
の左右の側壁との間に空間Ｓ１、Ｓ２が形成され、さらに、インナーボックス４３０の底
壁とアウターボックス４４０の底壁との間に空間Ｓ３が形成されている。しかしながら、
アウターボックス４４０からの振動は、特に、フランジ部４４７を介して周囲の構成部品
に伝搬され易い。よって、上記実施の形態のように、スピーカーボックス４００の左右の
側壁にフランジ部４４７が形成されている場合には、インナーボックス４３０と左右の側
壁とアウターボックス４４０の左右の側壁との間の空間Ｓ１、Ｓ２のみが形成されも良い
。このようにすれば、スピーカーユニット１９を極力小さくできる。
【００９９】
　また、上記実施の形態では、インナーボックス４３０とアウターボックス４４０の双方
が補強リブ４３２、４４２～４４５、によって補強されている。しかしながら、スピーカ
ー３００によって加えられる振動の強さによっては、インナーボックス４３０のみ、ある
いはアウターボックス４４０のみを補強リブによって補強するような構成としても良い。
【０１００】
　さらに、本発明のスピーカー装置は、パソコンなど、プロジェクタ以外の他の電気機器
に適用することもできる。
【０１０１】
　この他、本発明の実施の形態は、特許請求の範囲に示された技術的思想の範囲内におい
て、適宜、種々の変更が可能である。
【符号の説明】
【０１０２】
　　　　　１　本体キャビネット
　　　　１４　ランプユニット（光源）
　　　　１５　光変調ユニット（光変調部）
　　　　１７　投写光学ユニット（投写部）
　　　　１９　スピーカーユニット（スピーカー装置）
　　　３００　スピーカー
　　　４００　スピーカーボックス
　　　４１０　フロントパネル
　　　４３０　インナーボックス
　　　４３２　第１補強リブ（リブ）
　　　４４０　アウターボックス
　　　４４７　フランジ部（装着部）
　　　４４２　第２補強リブ（リブ）
　　　４４３　第３補強リブ（リブ）
　　　４４４　第４補強リブ（リブ）
　　　４４５　第５補強リブ（リブ）
　　　４４６　低リブ（押圧部）
　　　Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、Ｓ４、Ｓ５　空間
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】
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